




































る観測史上最大の大地震と津波によって、一瞬にしてふ さとは破壊され、多くの人々の生命は失われ 。二〇一八年三月時点での震災による死者・行方不明者は一万八千四百三十四名、建築物 全壊・半壊は合わせて四十万二千六百九十九戸が公式 確認され る。あまりの被害の大き に 圧倒的な自然の脅威を前に……私たちは声を失い、無力さを噛みしめることとなった。　
あの時、向こう側――「死」に選ばれてしまった人と、こちら側――「生」に取り残されてしまった人とを分けた


































































































その構想を立ち上げた一人が、「心 相談室」の室長も務め 医師の岡部健である。岡部は元々がん専門医で 長















































た。また、別の機会には落ち着いた珠 選び 主人への思いを話されることもあった。単なるブレスレット作りのように思えるが 「数珠」ブレスレットは宗教的資源でもあり、患者の想いや悲嘆の表出を促し、自身の限りあるいのちを見つめ、また家族との繋 りを感じさせるなど大きな役割を担っている。　
このようにカフェや数珠ブレスレット作りを通じて行われる臨床宗教師の支援は、患者の話や思いに耳を傾けるこ








余命宣告を受け、仕事を辞めて一人で自宅療養を行っていた 懇意にしている身寄りはな という。訪れた筆者に対して、言葉少なく当たり障りのない会話を続けていたが、僧侶であることに気付いた途端、会話は大きく展開する。筆者の所属する宗派と患者の実家 菩提寺の宗派 同じであ たことに「ご縁」を感じたことも大きく関係している。Ａ氏はひと通り筆者に対する関心について話した後、訥々と自身の人生を振り返り始めたのである。　
「仏壇」を処分してしまったが「位牌」だけは残しているといい、先に亡くなった両親の想い出話から自身の「死
生観」について語る。限りあるいのちに気づいたことで「生きたい」という想いが湧き上がっ きたことや 亡くなった両親の位牌だけは処分でき かっ ことなど様々な想いを語り、最後に「自分が死んだら、 っと亡くなった両親と会えるよね」と笑顔を浮かべ、面談は終了する。　
家族や社会との関係が断たれてもなお、自分 生きている意味や亡くなった両親との繋がりを紡ごうとするＡ氏の















る。お盆には故人の「たま い」を家 招き 数日滞在してもらい見送 とい 風習も残っ いる。このような死者を弔い・悼む行為は、日本人の根っこの宗教観として今なお存在しており、これら 死者のための適切な場所を、生者の中に見出していくことを重要と考えてきた日本人 宗教観・死生観を反映している。　
フロイトを出発点とする精神医学において、かつて亡き人との執着が病理的に捉えられ、故人を忘れることが勧め
られていた。しかし、近年のグリーフケア 研究においては むしろ「故人との関係性」は続いており、その繋がりを再構築するべきだと う理解が広まっている。　
先のＡ氏との関わりから、自身の死という喪失を前にして、故人との思い出を語り、死者との「継続する絆」を紡
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